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研究成果の概要（和文）：サイコパス群、比較対照群に対して、拡散テンソル画像；DTI）を撮
像し、tract-based spatial statics (TBSS)を用いて全脳における franctional anisotrophy（FA）値を調
べた。サイコパス群では、前頭葉眼窩領域において FA値の有意な低下を認めた。 
 
 
研究成果の概要（英文）：We obtained diffusion tensor imaging (DTI) data of patients with psychopath 
and control subjects. Tract-based spatial statics (TBSS) revealed franctional anisotrophy（FA）reduction 
in orbitofrontal regions in the patients of psychopathy. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 前頭葉損傷後に、反社会的行動や攻撃行
動を増加した例が多数報告されている。また、
サイコパスや攻撃的な人物では前頭葉灰白
質の体積減少など脳構造・機能の異常が指摘
されている（Blair, 2006;Raine et al., 2000; 
Woermann et al., 2000; Laakso et al., 2002)。 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、サイコパスにおける脳の白
質領域における構造の異常を明らかにする

とともにその意志決定能力について検討を
行った。 
３．研究の方法 
(1) 対象 
男性のサイコパス群 17名と比較対照群 13名
を対象とした。 
 
(2) MRI撮像 
 DTIは 1.5T MAGNETOM Symphony syngo
（Siemens, Elangen, Germany）を用いて撮像し
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た。パルス系列は single-shot echo planar 
imagingで、印加軸数は 64軸とした。b-value
は 1000 s/mm2である（repetation time(TR)：
11200 ms，time to echo(TE)：106 ms，field of 
view(FOV)：240×240 mm2，matrix：96×96，
スライス厚：2.5mm without gap, 75slices，1 
average）。 
 
 
(3) データ解析 
 DTIデータは、FSL4.1.4を用いて処理した。
全ての DTIの元データを、b=0画像を参照に
計算し、小さな体動の補正および DTI撮像に
伴う画像の歪みを補正した。FAマップは FSL 
DTIFitによって算出した。FSLプログラムで
ある TBSS プログラムは、FA データの
voxelwise統計解析に用いられる。全ての対象
者の FA マップは非線形レジストレーション
（Rueckert et al., 1999）を用いて、最も「代表
的」な対象者の FA マップへレジスタされ、
全ての対象者に現れる弾性変形の総量を最
小にする。このターゲット FA マップは、
1×1×1 mm Montréal Neurological Institute 
(MNI) 152  spaceにアフィン変換された。そ
の他の対象者においては、非線形変換とアフ
ィン変換が併用され、オリジナルの FA マッ
プに適用される。変換後の全 FA 画像を平均
して、平均 FA 画像を作成する。そして、そ
れらをスケルトナイズ（薄く）し、白質神経
繊維束の中心のみを取り出した平均 FA スケ
ルトンを作成する。灰白質領域を分析から確
実に除外するために、FA≧0.2 を、スケルト
ンの閾値とした。各対象者の FA マップのボ
クセル値は、スケルトンから直立方向にそっ
て極大値を探索することによってスケルト
ン上へ求められる。 
 統計解析は、スケルトナイズされた FA デ
ータを用いて行う。 
 
４．研究成果 
(1)  サイコパス群において、前頭葉眼窩面
白質で領域 FA 値の有意な低下がみられた
（puncollected < 0.001）(図１)。各被験者におい
て、この箇所の FA 値を取り出し、平均する
と、比較対照群 0.378、サイコパス群 0.306で
あった(図 2)。 
 
 
 
 
 
 

 
図１ TBSS結果 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 前頭葉眼窩領域の平均 FA値 
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